
教育を受ける権利と
就学の保障

教育施策

産業界での活用

【得られた知見】 外国につながる高校生たちの『活躍する力』を拓く
～学びと就労の実態が問いかける支援のあり方～

外国につながる高校生たち

教育現場での支援

教育現場への支援

○ 地域間格差
○ 入口から出口まで
○ 選抜方法
○ 教員免許の改定

○ 指導体制の確保・充実
○ 日本語指導の充実
○ 就学促進
○ 進学・キャリア支援
○ 異文化理解・自文化支援

○困難を乗り越える力
を強みに

○多様な支援主体を
ネットワーク化して
地域の教育力に

○日本社会の未来を
担う人財として

○責任ある育成環境
の形成を

○ SDGsとESG
○ 外国人財の日本

定着推進
○ 多様性に対する

寛容と受容の醸成
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教育施策

産業界での活用

【今後の】 外国につながる高校生たちの『活躍する力』を拓く
～学びと就労の実態が問いかける支援のあり方～

外国につながる高校生たち

教育現場での支援

教育現場への支援

教育を受ける権利と
就学の保障
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幼児期からのキャリア教育の充実
-生きがい・学びがい・働きがいを持って主体的に生きるために-

中央教育審議会初等中等教育分科会「「令和の日本型学校教育」の
構築を目指して」(中間まとめ)のポイント (北山氏）

中央教育審議会(平成23年3月1日）
「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」

【今後の課題】 外国につながる高校生たちの『活躍する力』を拓く
～学びと就労の実態が問いかける支援のあり方～
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教育施策

産業界での活用

外国につながる高校生たち

教育現場での支援

教育現場への支援

教育を受ける権利と
就学の保障

能力（Ability) パーソナリティ（Personality)

職業適合性（Vocational Fitness)

D.Super(195７）

【残された課題】 外国につながる高校生たちの『活躍する力』を拓く
～学びと就労の実態が問いかける支援のあり方～

© Megumi Yuki, Ph.D. Gunma University



幼児期からのキャリア教育の充実
-生きがい・学びがい・働きがいを持って主体的に生きるために-

点数の底上げはせず、多様な選抜方法を維持することが重要(竹沢氏）

高校生

「特別枠」から「多様性創出枠」を

多様な学びの場（時期や進路の選択が弾力的な学びの場）を通して

を磨き

を高める場の活用を

だがしかし現状では
「特別枠」は不可欠

高校生

能力（Ability) パーソナリティ（Personality)

職業適合性（Vocational Fitness)

【今後の課題】 外国につながる高校生たちの『活躍する力』を拓く
～学びと就労の実態が問いかける支援のあり方～
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「グローカル・ハタラクラスぐんま」プロジェクト(群馬大学）
文部科学省委託事業「留学生就職促進プログラム」

参考例

https://gllp.hess.gunma-u.ac.jp/ghkg-shushokusokushin/
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成功体験を
重ねる

キャリアビジョン
を描く

多様性に対応する
コミュニケーション力
を身につける

知識・技能を
習得する

自己効力感を
体感する

地域と人の
ネットワークを

広げる

職業適合性の向上 中長期インターンシップ

外国につながる若者が
生きがい・学びがい・働きがいを
持って主体的に生きる

自分が日本でできることがある

自分は日本で必要とされている

※「グローカル・ハタラクラスぐんま」
プロジェクト(群馬大学）から得た知見
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